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＜＜循環器＞＞　演題番号39（15：32～15：38）【1例報告】

糖尿病患者の全身性ブドウ球菌感染症に合併した化膿性心膜炎の 1例

 国立病院機構函館病院 循 環 器 内 科  ○ 島津　　香・今川　正吾
    津田　正哉・川上　　慧
    安在　貞祐・米澤　一也
 　　　　 同 呼 吸 器 外 科   大高　和人・岩代　　望

【はじめに】化膿性心膜炎は先進国では比較的稀とさ
れるが、全身性のブドウ球菌感染症に伴う難治性の化
膿性心膜炎を合併した症例を経験したので報告する。
【症例】50歳代男性。主訴：右肩から腕の痛み、多関
節痛（+）。胸痛・発熱（-）。既往歴：未治療糖尿病（40
歳代から）、アルコール性肝硬変。現病歴：糖尿病は未
治療であった。入院１週間ほど前から右肩から前腕、
両膝、両手指関節の痛みのため近医受診。NSAID を投
与されたが改善せず救急病院を受診しCRP高値、心電
図異常、心嚢液貯留を認めたため当院へ救急転送となっ
た。身体所見：血圧128/83mmHg、脈拍87回/分。全
身浮腫（+）、心膜摩擦音（-）、貧血・黄疸（-）。検
査所見：白血球 13300/μL（好中球89％）、赤血球 439
万/μL、血小板 15.3万/μL、Cre 0.59mg/dL、BNP 
67.7pg/ml、CRP 22.2mg/dL、血糖 393mg/dl、HbA1c 
12.0％。心電図：HR 87bpm、洞調律、V1・aVRを
除く全誘導で ST上昇、QT延長（QTc 578ms）、急性

心膜炎の診断。胸部XP：心胸郭比 60.6％。心エコー：
軽度左室肥大、LVEF 67％、明らかな弁変性・疣贅
なし、小～中等量の心嚢液（+）、タンポナーデ所見
（-）。【経過】血液培養で黄色ブドウ球菌（MSSA）
が検出され感受性のあるレボフロキサシン500mg/日
静脈投与、その後セファゾリンNa ２g×３/日に変更
し、次第にCRPは改善傾向となった。関節、筋内に
膿瘍あるが培養陰性。しかし心嚢液は徐々に増加し
た。心エコーで心嚢内に多くの特異なフィブリン隔壁
が認められ穿刺は断念。次第に心タンポナーデとなり
入院約２ヶ月後に緊急胸腔鏡による心膜開窓術と隔壁
様のフィブリン剥離を行った。膿性排液の培養は陰性
であったが、病理所見では組織に多数のグラム陽性球
菌のコロニーが認められた。術前後、ショック、急性
腎不全、DIC を発症したが回復し、併存の下肢動脈
病変にEVT、冠動脈 PCI 後に、リハビリテーション
を行っている。

＜＜共同研究発表＞＞　函館動脈硬化懇談会（15：38～15：53）

⑵　家族性高コレステロール血症におけるアキレス腱超音波像
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　家族性高コレステロール血症（以下、FH）は、低
比重リポ蛋白（LDL）コレステロール高値、早発性
冠動脈疾患、腱・皮膚黄色腫を３主徴とする疾患であ
る。FHにおいては、LDLコレステロールの蓄積が動
脈硬化巣形成上、促進的に作用するため冠動脈疾患の
初発年齢は一般人口に比べて15年以上早いとされ、予
後改善のための厳格な脂質管理が推奨される疾患であ
る。日本動脈硬化学会の動脈硬化性疾患予防ガイドラ
インによれば、15歳以上の成人FHの診断基準とし
て、①未治療時の LDLコレステロールが180mg/dl
以上、②アキレス腱肥厚、あるいは手背・肘・膝等の
腱黄色腫、皮膚黄色腫、③２親等以内の血族にFH、
または男性55歳未満・女性65歳未満の冠動脈疾患既往
のうち、２項目が該当し、かつ続発性高脂血症が除外
されれば、FHと診断される。①は採血結果により、
③は詳細な問診によりその存在が確認できるが、②は

Ｘ線軟線撮影（以下、Ｘ線法）で計測されてきた。ア
キレス腱走行の特性上、Ｘ線法側面像で計測されるの
は、完全な側面像ではなく、15度程度の傾きがあるた
めに過大評価されがちで、被曝の問題もあるため、筆
者らは自験15例を対象に超音波による計測（以下、超
音波法）を試みた。その結果、超音波法による肥厚基
準を満たす例は15例中６例（40％）に過ぎず、60％は
「肥厚なし」と判定された。しかし「肥厚なし」群の
９例中７例には内部エコーパターンに異常所見（限局
性低エコー域：５例、内部エコーの脳回状の不規則
像：４例、両所見併存：２例）を認めた。また、残る
２例では超音波的に異常所見を指摘できなかった。以
上から、超音波法を用いることで、「肥厚なし」と判
定された例のうちの78％に異常所見を指摘できること
が明らかとなり、早期発見が望まれるFH診断におけ
る超音波法の有用性が示唆された。


